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旧来の製造業を軸とする特定産業による社会的分業、関連・供給産
業の発達というモデルが終焉を迎え大規模商業の進出が本格化した
現在、地域は経済発展の単位から後退し、衰退した。本研究は衰退し
た地域の再生に貢献できる理論とモデルの構築を試みる。 
地域資源を基軸にして再生に取り組んでいこうとするとき、これを
いかに始動することができるのかが本論文のテーマである。 
論文中の主要概念の定義は次の通りである。 
 
「地域」 特定の地理的領域、そこにいる人々、及びそこで成立し
営まれる社会・経済・文化の総体 
「共同体」 地縁的つながりを軸として一定の利害を共有する人々の
共同生活及び共同事業の様式 
「経営」 理念に基づき、必要な資源を調達・動員し合理的な道筋
をつけて、目的や目標を達成していくこと 
「地域再生」 地域が地域資源の活用を基軸に社会・経済・文化の発
展の単位としての地位を回復するプロセス 
「地域再生の始動」 地域における（個人、世帯、個人事業主などの
「個」の集合を共同体化し経営の単位とし、実際
に経営を機能させるプロセス 
 
地域の相互依存関係の構築のあり方は「原型」「衰退局面」、再生努
力の「到達目標」（「タイプ C」）に類型化することができる。
 
「到達目標」に向かう再生努力を「内発的再生」として実践してい
くために必要な条件としては次の諸点を整えなければならない。 
１）ダグラス・マグレガ （ー1960）の「X理論・Y理論」に参照し、
個人と企業の目標の統合に関する理論の考察にもとづき、「ビジョン
と戦略」を策定しなければならない。 
２）JICA、UNDP などが指針としている「キャパシティ・ディベ
ロップメント」の概念に関する考察から「実行体制」を確立しなけれ
ばならない。 
３）「カンボジア赤十字社プノンペン支部強化事業（2000-2001）」
に関する考察に照らし、「自主財源」を確保しなければならない。 
「内発的再生始動モデル」を構成する必須の要素となるものを抽出
する作業として、戦略論および戦略経営論の先行研究を整理したうえ
で、地域再生における財源確保の現状を紹介しながらマイクロファイ
ナンス手法の妥当性を検討し、さらに国際協力事業におけるプロジェ
クトサイクル設定の手法を応用する可能性などの検証を通して、「内
発的再生始動モデル」を設定し本研究の仮説とした。 
「内発的再生始動モデル」では、内発的再生に欠かせない 3つの構
成要素それぞれに計画・実践・評価の「サイクル」が設定される。そ
のサイクルが少なくとも一巡することで始動段階となり、二巡目以降
は再生始動の段階を終えて「持続成長段階」に入っていく。 
「内発的再生始動モデル」に「ビジョンと戦略の策定・浸透」なら
びに「実行体制の構築」の考え方を援用することの妥当性については、
Organization Development（組織開発）およびバランスト・スコアカー
ド構築支援の事例を用いて確認できる。これらの実践における組織に
対する支援を行う際のサイクルのつくり方およびビジョンと戦略の
策定・浸透を図る際に用いる技術がこれを裏付けている。 
続いて国内の二つの異なる再生事例、鹿児島県柳谷集落の事例およ
び千葉県香取市佐原地区の事例を用いて、「内発的再生始動モデル」
を検証した。 
同モデルを用いて、事例で取り上げたそれぞれの地域（共同体）が
どの再生段階まで進んでいるかを見極める作業を行った。その結果、
同モデルにおける「サイクル」の展開状況を規準とすることによって、
再生段階を見極める作業が適切に行えることが明らとなった。また、
モデルの「サイクル」設定の方法の妥当性が確認された。 
続いて博士学位申請者が携わった開発プロジェクト事例であるス
リランカ津波復興支援の事例とプノンペン・チャムカーモン病院支援
の事例を対象に、前章と同じく「内発的再生始動モデル」を検証した。 
対象とした二つの事例は生起した時期や場所も異なり、また事象の
内容も大きく違うなかでも「内発的再生始動モデル」仮説をもってこ
れらを整理できるか確認することを試みた。結果として二つの事例に
共通する「内発的再生始動モデル」の要素を見出すことができる。 
本研究の成果として、一つに、地域社会の状況について、構成する
要素間に認められる構造である相互依存関係に着目して、「原型」、「衰
退局面」、「到達目標」の類型化を行ったことが挙げられる。また、二
つに、地域の経済、文化そして社会を内発的に再生するプロセスにつ
いて「再生始動段階」と「持続成長段階」とに分け、「再生始動段階」
に焦点を絞り分析を行うように研究の枠組みを設定したことが挙げ
られる。 
そのうえで、「原型」「衰退局面」「到達目標」の類型化を「再生始
動段階」に組み込み、「内発的再生始動モデル」を形成し、これを分
析・評価の仮説として設定することができた。 
さらに、この「内発的再生始動モデル」には、「ビジョンと戦略の
策定・浸透」「自主財源の設立」および「実行体制の構築」の 3要素
が必須であること、さらに「内発的再生始動モデル」を少なくとも一
巡させることによって内発的再生に携わる一人ひとりに行動変容を
もたらし地域に経営力が備わってくることにつき、事例を用いての検
証ができたこと、同モデルが地域再生と共同体の経営に関するマネジ
メントのフレームワークを提示したことが本研究の成果である。 
本論文の題目である「地域再生と共同体の経営」のうち、論じられ
たところが事実上「再生始動段階」にとどまっており、かつその範囲
に関するものでも、１）予測不能な災害などの情勢変化への対応、２）
不断に繰り返される社会の変容への対応、および３）地域再生と共同
体の経営を支える教育態勢の整備と人材育成を論じることができて
いないことが本論文の限界であり、同時に将来の研究課題である。 
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